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専門科目でオールAを取っても、どんな資格をゲットしても人間として確かな力が無け
れば役に立ちません。

1人の人間としての基本的な力は専門という家を建てるための土台（土地）のようなも
のなのです。健康な心身と人間社会を見る目があり、コミュニケーション力によって他
者と繋がり協力し合う能力があって、はじめて専門的な知識やスキルを活かすことがで
きるのです。至学館大学では専門的な学びと同時に人間としての力を育てるために「人
間力の形成」を重視し、さまざまな講義、プロジェクト、環境を用意しています。

AIがもてはやされる今の時代だからこそ、AIに淘汰されないためにも、しっかり自らの
人間力を育てて欲しい。だってAIはどれほど頑張っても多くの人間力を持つことはできな
いのです。

至学館大学
学長 谷岡 郁子

Ⅰ メッセージ

Ⅱ 本学の教育理念「人間力の形成」につながる「5つに系統した力」

Ⅲ 人間力総合演習のねらい

自己を育てる
人間の育成

（自己形成力の育成）
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Ⅳ 人間力の木
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Ⅴ 人間力総合演習の具体的な進め方
1．履修登録から単位認定までの全体像

2．講義について
• 人間力総合演習のねらいを確認し、自己の目標や課題を見付け、達成・克服に
向けて挑戦する実行力を培うため、全学年において講義を行います（すべて木
曜日3限目）。

• 講義は原則、令和8年度に人間力総合演習を履修登録をした学生全員が出席対
象です。

• 自分が所属する人間力総合演習上のクラスを確認のうえ、次ページの講義日程
表を確認してください。

履修登録

活動毎に活動記録日誌等を提出

単位認定要件到達

単位認定
(学年末のみ)

講義 人間力開発センター
企画 教員企画自己企画

活動企画
演習

自己企画は4年間で必ず1つ以上実施すること。

令和8年9月6日までに、
①～③のうち1つ以上の
活動を必ず、行ってくだ
さい。

卒業年度の後期授
業開始日の前日ま
でに単位認定要件
に達すること。
４年生は、令和8年9月6日までに
単位認定要件に達すること。

１ ２ ３

 令和8年度の途中で単位認定要件（60時間以上の活動実施＆自己企画
の実施）に達しても講義に出席し続けること。

 毎回の講義の詳細は、毎週ガッカンネットコートのアナウンスメン
トを通じて確認すること。

 本授業の欠席連絡は専用フォームから行うこと（右のQRコード）。
メールでの連絡、欠席願の提出は不要。

 欠席した場合、人間力開発センターの案内に従い他のクラスに振替
出席をすること。ただし、振替はやむを得ない事情で休んだ学生に
対する措置であり、私的な理由(アルバイト、遊び等)による欠席で振
替をすることは認められない。

講義出席の注意点
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2年生
講義の
概要 第1回 第2回 第3回

内容
・オリエンテーション
・目標設定
・演習計画

コーチングスキ
ルを活用した
振り返り演習

・全体発表、質疑応答
・次への目標設定

クラス「い」 6/4 9/10 11/19
クラス「ろ」 6/11 9/10 11/26

クラス「は」 6/18 9/17 11/19・26
に分かれて受講

3・4年生
講義の
概要 第1回 第2回

内容
・オリエンテーション
・目標設定
・演習計画

・全体発表、質疑応答（3年生）
・次への目標設定
・キャリア講座（4年生）

3年生 4/16 11/12
4年生 4/9 10/8

会場：1000号館2階12講義室（9/10は13講義室も使用）

会場：1000号館2階12講義室（3年生は13講義室も使用）

1年生
講義の
概要 第1回 第2回 第3回 第4回

内容
・オリエンテーション
・「自分を知ろう」
・「人間力100」
・演習計画

外部講師によ
るコーチング
演習

・実施した活
動の共有
・グループ内
発表

・全体発表、
質疑応答
・次への目標
設定

クラス「い」 4/30 6/25 10/15 12/3
クラス「ろ」 5/21 7/2 10/29 12/10
クラス「は」 5/28 7/9 11/5 12/17
会場：1000号館2階12講義室

令和8年度人間力総合演習「講義」日程
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3．自己企画について

どういった企画なら認められるの？

受け入れ先に言われたことを単に「こなす」のではなく
自分で考えた企画を受け入れ先に提案し実施する活動

得た知識やスキルを
子どもや大人に伝え
る機会をつくるなど

スポーツ指導に
おいて自分で考
え た 練 習 メ
ニューを実施す
るなど

スポーツ大会等に
おいて参加者に助
言・提案をする機
会を自分でつくる
など

イベントで、より
良くなる改善案を
主催者に提案した
り、意見交換する
場をつくるなど

１

資格取得のための
研修受講

このような企画は認められません！

審判員・スタッフ
としての大会・
イベント参加

単に知識を得るレベルに
留まっており、自身で企
画する内容が組み込まれ
ていないため認められま
せん。

単に主催側の指示・案内
通りに「こなす」活動は、
自己が主体となる企画が
組み込まれていないため
認められません。

自分の成長（目標達成および課題克服）のため、自分で実行内容を計画す
る企画です。自分の「○○力」を高めるために自己が主体となった企画が
組み込まれていることが必要です。

（2）自己企画の考え方

（1）自己企画とは？

 １日あたりの認定活動時間数の上限は１０時間とする。
 「スポーツ指導」の認定活動時間数の上限は、4年間で３０時間とする（合計で３０時間
までしか認められない）。
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自分の強みや得意・好きなことから考える
• コミュニケーション能力が高い
• 子どもと接することが得意
• お菓子づくりが好き
• ダンスが好き

既に取り組んでいることから考える
• 中学の時から加入しているスポーツクラブ
に今でも関わっている

• 地元の子ども会に関わっている
• 定期的に家業を手伝っている

将来の夢・進路から考える
• 教員やスポーツ指導者を目指したい
• 管理栄養士として福祉施設で働きたい
• 起業したい
• 将来は未だ決まっていないからこそ大学生
のうちに色々な経験をしたい

苦手なことの克服から考える
• 初めての人とのコミュニケーションが苦手
• 分かりやすく説明することが苦手
• 計画して物事を進めることが苦手
• 他人と協力して取り組むことが苦手

• 子どもキャンプの大学生リーダーとし
て活動し、よりコミュニケーション能
力や子どもと接する力を高めよう

• 地元の料理教室の講師を担当し、わか
りやすく説明できる力を高めよう

• ダンスチームの指導を行い、自分が考
えた練習メニューを行ってみよう

• 地域の高齢者サロン活動に参加して高
齢者と交流したり、自分が考えたゲー
ムを提案して行わせてもらおう

• 子ども食堂に参加して、仲間と共に栄
養や健康に関するミニ講座を開かせて
もらおう

• 中学や高校の部活動指導を通じて相手
のやる気を引き出すコミュニケーショ
ン能力を身に付けよう

• 将来に関係するインターンシップに参
加し、夢を実現させるために必要な計
画力を高めよう

• 海外での地域貢献プログラムに参加し
多様な価値観に触れてみよう

• 今まで関わったことの無いチームを紹
介してもらい初めて会う人にも自分の
指導方法が伝わるか試してみよう

• 自分で発案したイベントを既に関わっ
ている団体の中で実施させてもらおう

• 親や従業員のサポートを受けずに自分
の力だけで企画やイベントを考え家業
の中で実行させてもらおう

受け入れてもらうのではなく
自分ですべて企画し、主催する活動２

• スポーツイベントを開催する
• 自分の特技を活かした教室を開くなど

企画を考えるヒント
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企画を考える

目標を設定し、実現に向
けた企画を考えよう！

困ったときは、人間力開発
センターに相談しよう！

活動先に依頼・相談する

 人間力総合演習に関する説明、自分が取り組みた
い活動内容、理由などを活動先に十分に説明する
こと。

 受け入れに関する必要な書類を活動先に用意いた
だく。または、作成いただく。

依頼・相談するときに使用する書類 活動先から用意・作成いただく書類

▲「学生受入のお願い」（p. 27）
▲「受入証明書」（p.24）

or
   「受入承諾書」（p.25）

→詳しくは5～6ページ参照

チェックリスト(p.23)
を使って自己企画に該
当するかセルフチェッ
クしよう！

（3）自己企画の進め方
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A-2自己企画計画書の作成・提出

 必要な書類を全て揃えて、活動日の7日前までに提出（申請）するこ
と。

 計画書の裏面にあるチェックリストを使って不備がないか自己確認を
すること。

 「○○力を身に付けるために一生懸命頑張る」「コミュニケーション
をたくさんとる」「参加者に積極的に話しかける」など、行動の具体
が十分でない内容は「自己が主体となった企画」に該当しません。

 スポーツ指導の場合、「指導計画書」も添付すること。
 指導教員が申請書類のコピーを人間力開発センターに提出します。

注 意
 人間力総合演習としての要件を満たしていない場合、認められませ

ん。
 活動を開始してからの申請書類の提出(事後提出)は認められません。
 提出書類が揃っていない申請は、認められません。
 受入先が「無い」企画の申請先は、指導教員ではなく人間力開発セ

ンターです。

指導教員とは？
クラス担任、専
門（基礎）演習、
ゼミの先生です。

指導教員 人間力開発センター

コピーの提出

企画の案内書
or

実施要項
or

日程表
など

(活動または団体
の存在と概要が
把握できるもの)

受入証明書
or

受入承諾書

スポーツ指導の場合
「指導計画書」
（p.26）も
作成・添付！

(つまり4点セット)

提出書類３点
（スポーツ指導以外）

A-2自己企画計画書（p.20-22）

大学は、活動先や活動の実態を把握す
る必要があります。趣旨を踏まえ、必
要な書類を用意し提出しましょう！

皆さんが確実に活動に参加す
ることを証明する書類です。
受入先の印鑑やサインが必須
です。
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活動への参加

活動記録日誌（p.28-29）

 自分で設定したねらいを意識し、主体的
な行動を実践すること。

 活動記録日誌を持参すること。
 活動先からサインをもらうこと（参加の
証明となります）。

活動記録日誌の作成・提出

 原則、1活動、1日、1枚作成すること。
 １日あたりの認定活動時間数の上限は１０時間とする。
 「スポーツ指導」の認定活動時間数の上限は、4年間で３０時間とする（合計
で３０時間までしか認められない）。

 活動終了後、１０日以内に人間力開発センターに提出すること（A-2自己企画
計画書の添付は不要）。

 提出した日誌は、人間力開発センターで確認した後、指導教員から返却される
（←人間力開発ノートにファイリングすること）。

人間力開発センター

注 意
提出先は人間力開発センターです。

指導教員ではありません！

活動記録日誌（p.28-29）活動記録日誌（活動記録日誌（p.28 29）

提出したら・・・

人間力開発センター

 人間力開発センターから送られる活動決定のメールの内容をすべて確認し、活
動を開始すること。

 メールが来ない場合、手続きができていない可能性があるため、自分から人間
力開発センターに確認をすること。

企画番号、企画名、
活動の注意などが
載っています！
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企画へ参加する際の注意事項

活動記録日誌の作成・提出

インターンシップについて

 人間力総合演習は、ボランティア活動（≒プライベート活動）ではなく、「授
業」であることを意識して参加すること。

 無断欠席、ドタキャンは厳に慎むこと。体調不良等で参加ができない場合、事前
に活動先に連絡を入れること。誠実な対応を心がけること。

 必要事項がすべて記入されているか十分確認し提出すること。※書類に不備があ
る場合、時間数がカウントされない場合がある。

 活動記録日誌の裏面（レポート面）は、単なる感想ではなく、自身の目標達成や
課題克服に照らし、その活動で得た学びを記入すること(p.29参照)。

 欄をすべて埋めるように記入すること。
 自己企画の活動記録日誌の提出先は、人間力開発センターです。

A-2自己企画計画書の作成・提出

対象期間 最終申請期限

令和8年8月1日(土)～9月6日(日)
の間で実施する場合 令和8年7月15日（水）

令和8年12月19日(土)～令和9年1月11日(月)
の間で実施する場合 令和8年12月9日（水）

令和9年1月30日(土)～3月31日(水)
の間で実施する場合 令和9年1月20日（水）

※上記日程での対応が困難な場合、事前に人間力開発センターへ相談してください。

インターンシップを
実施する場合

就業体験が必須です！
オープン・カンパニー（企業見学、合同
説明会）、キャリア教育（研修）が主目
的の活動は認められません。

自己企画の申請期限
 通常授業の期間は、原則、活動実施の7日前までに申請書を提出してください。
 ただし、下記の期間はそれぞれ最終申請期限までに申請してください。

（4）自己企画を進める際の留意点
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 QRコード読み取り
 メール申し込み
などなど・・・

申し込む

 企画によっては、申込時点で参加が決定するものもある。活動企画書をよく
確認すること。

 企画教員から連絡が無い場合、参加の可否について自分から確認すること。

参加決定の連絡を待つ

企画教員

企画教員とは？
その活動を企画して
いる先生です。

申込方法は、活動企画書の一番下を確認しよう！

参加したい企画を選ぶ

掲示板（1000号館1階階段前）

参加したい企画を選ぶ

公式LINE

活動企画書

活用方法はp.15ページ参照

4．人間力開発センター企画・教員企画について
（1）人間力開発センター企画・教員企画とは？

人間力開発センターまたは教員が企画者となり実施する企画です。学生
の皆さんの主体的な行動が起こる工夫が設定されています。

（2）進め方
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B活動記録日誌の作成・提出

企画への参加

事前オリエンテーション・説明会への参加
活動企画書内の「オリエンテーション日程」を確認しよう！

 原則、1活動、1日、1枚作成すること。
 １日あたりの認定活動時間数の上限は１０時間とする。
 活動終了後、１０日以内に企画教員に提出すること（A-1活動計画書と共に提出）。
 提出した日誌は、人間力開発センターで確認した後、指導教員から返却される
（←人間力開発ノートにファイリングすること）。

A-1活動計画書の作成・提出

活動計画書（p. 19 ）

活動での学びをより深めるため、自分の目標や
課題を踏まえ、その活動に取り組む際の自分の
ねらいを設定しよう！

 活動開始前に作成！

 企画教員に提出！

 自分で設定したねらいを意識し、主体的
な行動を実践すること。

 B活動記録日誌を持参すること。
 活動先からサインをもらうこと（参加の
証明となります）。

人間力開発センター
企画は人間力開発セ
ンターに提出してく
ださい（オレンジポ
スト可）

活動計画書（p. 19 ）

企画教員

活動記録日誌
（p. 28-29  ）
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A-1活動計画書の作成・提出

企画へ参加する際の注意事項

人間力開発センター
企画

教員企画

人間力開発センター

企画した教員

 活動企画の種類に応じて問合せ先が異なる。
 活動企画の種類は、活動企画書から確認すること。

 活動開始前に様式A-1「活動計画書」を作成し、企画教員に提出すること。
その後、活動開始前に返却を受けること。

 活動終了後、活動記録日誌と共に活動計画書を企画教員に提出すること。

 人間力総合演習は、ボランティア活動（≒プライベート活動）ではなく、
「授業」であることを意識して参加すること。

 無断欠席、ドタキャンは厳に慎むこと。体調不良等で参加ができない場合、
それが分かった時点で、速やかに企画教員または活動先に連絡を入れること。
誠実な対応をとること。

企画の選択・申し込み・参加決定の連絡、
事前オリエンテーション

企画教員

（3）人間力開発センター企画・教員企画を進める際の留意点
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活動記録日誌の作成・提出
 必要事項がすべて記入されているか十分確認し提出すること。※書類に不備
がある場合、時間数がカウントされない場合がある。

 活動記録日誌の提出時に、Ａ-1活動計画書も合わせて提出すること。
 活動記録日誌の裏面（レポート面）は、単なる感想ではなく、自身の目標達
成や課題克服に照らし、その活動で得た学びを記入すること(ｐ.29参照)。

 欄をすべて埋めるように記入すること。
 提出先は、企画教員である（指導教員でないことに注意）。

 原則、活動終了後、１０日以内に活動記録日誌を作成し、提出すること。
 長期休業期間を考慮し、次の通り、提出の最終締切日を設定する。
 最終締切日を過ぎて提出された活動記録日誌は一切、認めない（時間数がカ
ウントされない）。

対象となる活動記録日誌（活動日基準） 最終提出期限

令和8年4月1日(水)～9月6日(日)
の間で実施した活動分（前期） 令和8年9月9日（水）

令和8年9月7日(月)～12月20日(日)
の間で実施した活動分（前期） 令和9年1月13日（水）

令和8年12月21日(月)～令和9年3月31日(水)
の間で実施した活動分（前期） 令和9年4月7日（水）

 一定期間毎に活動時間数の確定作業を人間力開発センターで行う。
 確定前に、自身の活動時間数に誤りが無いか、学生が確認する期間を設定す
る。修正が必要な場合、期間中に人間力開発センターに申し出ること。

 確定後（期間終了後）は、理由問わず、活動時間数の修正（算入）はしない。

対象となる活動記録日誌（活動日基準） 確認期間

令和8年4月1日(水)～9月6日(日)
の間で実施した活動分（前期）

令和8年10月5日（月）～

令和8年10月9日（金）

令和8年9月7日(月)～12月20日(日)
の間で実施した活動分（前期）

令和9年1月25日（月）～

令和9年1月29日（金）

令和8年12月21日(月)～令和9年3月31日(水)
の間で実施した活動分（前期）

令和9年4月26日（月）～

令和9年5月6日（木）

活動記録日誌の提出期限

活動時間数の確定（確認期間）
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最新の
人間力開発センター企画・教員企画

がチェックできます

5．人間力開発センター公式LINE
を使いこなそう！

A B

ED

C

F

考案の種

連絡相談

A 過去に発信された企画の
一覧が確認できます！

B 自己企画の企画番号・企画名
が確認できます！

C

地域の活動やインターン
シップの情報を紹介してい
ます。
自己企画を考えるヒントが
得られます！

D
自分の累計活動時間数が
確認できます！
(詳しくはp.16参照)
各種書式が取得できます！
(自分で印刷が必要です)E

F 人間力開発センターへの
連絡方法が確認できます！
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6．各種書式の取得方法
▼人間力開発センター前▼

▼至学館大学ホームページ▼

7．活動時間数及び成績

「人間力総合演習活動時間管理サイト」で、取り組んだ活動名及び累計活
動時間数を確認できます。

 「人間力総合演習活動時間管理サイト」は、本学のHPから学生のみがアク
セスできる。
ホーム＞至学館の学び＞至学館の人間力

＞人間力総合演習＞履修生のみなさんへ＞活動時間の管理
 アクセスには、パスワードが必要。入学年度の人間力総合演習初回講義日を
目安にメールで配付する（パスワードは個人毎に異なる）。

 パスワードを忘れた場合、再発行の手続きをします。人間力開発センターを
訪ねること。

学籍番号 氏名

（1）活動時間数の確認方法

専用ラックから自由に受け取る
ことができます。

本学ホームページ人間力総合演
習のページからもダウンロード
できます。
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（2）成績
 「前期分」および「後期分Ⅰ」の活動記録日誌（14ページ参照）に基づ
き、令和8年度の成績報告を行う。

令和9年2月8日（月）発表
 「後期分Ⅱ」は、令和9年度の成績報告（令和10年2月）に反映させる。

（2）人間力総合演習が一部または全部実施できない日程

令和8年
4/1 12/20

この期間の活動に基づき
令和8年度の成績判定を行う。

この期間の活動で単位認
定要件に達した場合、
令和9年度の成績とする。

12/21
令和9年

3/31

合格の場合→「G（合格）」
以外の場合→全員「F」

8．人間力総合演習の優先順位及び人間力総合演習が実施できない日程

 原則、通常授業を休んで人間力総合演習（活動企画）に参加することは
できない。

 人間力総合演習は、ボランティア活動ではなく、「授業」である。プラ
イベートを優先し、予定されている活動を休むことは厳に慎むこと。

 優先順位の判断に迷った場合、人間力開発センターに確認すること。

（1）人間力総合演習の優先順位

通常授業
学内行事

人間力
総合演習
講義

人間力
総合演習
活動企画

部活動
サークル

プライ
ベート
遊び、バイト

日程 自己企画 教員企画 人間力開発
センター企画

11/27(金)～30(月)
（大学祭のため） × × ×

日程 自己企画 教員企画 人間力開発
センター企画

9/19(土)～10/4(日)
10/22(木)～24(土) ○ △※ △※

①

②

※教員企画及び人間力開発センター企画については、アジア競技大会及びアジ
アパラ競技に関連する企画のみ実施可能。(自己企画は内容を問わず実施可能)
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人間力開発センター（1000号館2階121）
Tel(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)：0562-46-1292（内線番号：132）
メール：human@stu.sgk.ac.jp

相談の予約（問合せを含む）
 原則、予約は不要ですが、皆さんのお話を十分に聞いて対応するため、事前予約をおす
すめします。

 対面のほか、電話（zoomを含む）、専用フォームでも対応します。

0562-46-1292
（内線番号：132）

上記番号にかけたあとに
「132」をダイヤルして
ください。人間力開発セ
ンターに直接つながりま
す。

【対応時間】平日９～１７時

Ⅵ 学生相談
人間力開発センターは、学生の目標達成や課題克服をサポートしています。
積極的に人間力開発センターを活用しましょう！

対面（zoomを含む） フォーム 電話

QRコードを読み込み
面談予約サイトに
移動してください。

QRコードを読み込み
専用フォームに

移動してください。

などなど・・・

18



私は、将来スポーツのトレーナーをめざしており、そのために指導力を身に付ける必要があると

考えています。指導力とは、単に教える能力だけでなく、相手に興味関心を持ってもらえる説明が

できる力も含まれると考えます。

この活動は、体験ブースを自分で提案することができます。私は、ラダーゲッターという競技を提

案しました。初めてこの競技に挑戦する方も多いと思うので、丁寧な説明を心がけることはもちろ

んのこと、相手が少しでも興味を持ってくれる説明をしたいと考えます。

具体的には、事前に説明動画を作成し参加者にその場で見てもらい理解が深まる取り組みをし

ていきます。

P26999 学館 太郎

至学 京子

大府市横根町スポーツフェスタ運営スタッフ

２６ 人 999
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将来、私が就きたいと考えている仕事は直接人と関わる場面がたくさんあり、円滑な
コミュニケーションがとても重要となります。ですが、私は初対面の人とコミュニケー
ションをとることが苦手です。そこで、初めて会う人とも臆することなく意思疎通が図れ
る力を身に付けたいと考えています。

総合案内には外国の方や障害のある方、高齢者、子どもなど多様な人が最初に通
ると説明を受けました。私は言葉でのコミュニケーションが苦手な人もいるかもしれな
いと考えました。そこで、指差しでコミュニケーションがとれるボードを自作して持ち込
みたいと主催者にお願いし了承を頂きました。

絵を入れたり外国語を書いたりし、どのような人が来てもスムーズに対応できるよう
にしたいと思います。このような実践を通じてコミュニケーションへの苦手意識を克服
し、初対面の人とも臆することなく意思疎通が図れる力を身に付けたいと考えます。

企画名：大府市主催「春の花まつり」運営スタッフ（4月25日～26日）

企画内容：花まつりの準備、当日運営、片付け。特に総合案内での来場者対応
自作のコミュニケーションボードを持参し外国人、障害のある方など
多様な人々とも円滑にコミュニケーションをとることを実践する。

実施場所：大府花公園（大府市横根町名高山999）

健康スポーツ科学科 1年

070-1234-5678
学館 太郎S26999

202６ 4 10

202６ 4 25 202６ ４ 26
５

2日間
10

電車、 JR東海 岐阜駅－大府駅

地域活動の例
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将来、スポーツイベントを企画する仕事をしたいと考えています。実現のためには、参加者が楽
しんで満足できるイベント内容を考えられる企画力が必要だと思います。
例１ この力を付けるために、主催者の方にお願いし、イベントの企画段階から会議にまざり

活動を行います。
例２ この力を付けるために、活動後、主催者と意見交換をする機会を頂き、質問やよりよい

イベントとなるような提案をしていきます。

企画名：大府市陸上競技大会運営スタッフ活動（６月２日、９日、１６日）

企画内容：大会運営への参画／大会内容をより良くするための意見交換
／選手へのアドバイス／選手の能力を高めることにつながる情報提供

実施場所：大府陸上競技場（大府市横根町名高山1-2-3）

健康スポーツ科学科 1年

070-1234-5678
学館 太郎S26999

2026 4 10

2026 ６ ２ 2026 ６ 16
６

３日間
１８

自転車

スポーツ大会
審判
運営スタッフ
活動の例

将来、陸上の指導者になりたいと考えています。そのために、的確にアドバイスする力を高めた
いと考えています。
例１ この力を付けるために、大会終了直後に、参加した選手に対しアドバイスをする時間を

設定していただき、そこで選手全員にアドバイスをします。
例２ この力を付けるために、競技能力を高めるポイントをまとめたリーフレットを自作し、参加し

た選手に配布します。
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私は、将来中学教員をめざしており、指導力を高めることが必要です。以前、スポーツク

ラブで子どもに対し練習を教えたとき、すぐにやる気が無くなってしまったり、遊んでし

まったりする子に対しうまく対応ができず悔しい思いをしました。

そこで、子どものやる気を引き出し、自ら練習に励むようになるよう働きかける力の必要

性に気づき、それを高めるための実践をこの活動で行いたいと考えます。

具体的には、監督の許可を得て練習メニューを自分で作りそれを実践させていただき

ます。指導時にはコーチングのスキルを活用し、安易にやり方を教えるのではなく、子ど

もが自ら考えるよう質問を投げかけていきます。練習の終了後は、監督から指導に対する

フィードバックを毎回頂き、次の指導に活かしていきます。

企画名：名高山中学校での部活動指導（野球部）

企画内容：事前のグラウンド準備、打撃、守備練習の指導等

実施場所：名高山中学校グラウンド（大府市横根町名高山998）

スポーツ指導
の例

健康スポーツ科学科 1年

070-1234-5678

学館 太郎S26999

2026 4 10

2026 ８ １ 2026 ８ １５
５

１５日間
３０

上限30時間ルール
に該当する。

親の送迎
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この用紙はWord等で学生自ら作成
するか、ひな型を人間力総合演習
HP等からダウンロードして使用し
てください。

必ず、活動先の印鑑またはサイン
を頂いてください(無い場合、無効
です)。

名
高
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例
この用紙はWord等で学生自ら作成
するか、ひな型を人間力総合演習
HP等からダウンロードして使用し
てください。

必ず、活動先の印鑑またはサイン
を頂いてください(無い場合、無効
です)。
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S26999 学館 太郎

名高山中学校 硬式野球部

名高山中学校グラウンド（大府市横根町名高山998）

打撃、守備練習の指導等

2026 ８ １ 2026 ８ １５

以前、スポーツクラブで子どもに対し練習を教えたとき、すぐにやる気を無くしてしまったり、遊びだしてしま

う子がいました。その子に対し、ちゃんとやろう、ダメだよと言ったところさらに機嫌が悪くなってしまいました。

後から監督に、気持ちはわからなくもないけど単に厳しく対応すればいいってもんじゃないよと言われ、どう

すればいいかわからなく悔しい思いをしました。

人間力の講義でコーチングの勉強をしたとき、あのとき分からなかったやり方はもしかしたらコーチングを

することで解決できるかもしれないと気づきました。コーチングは相手の主体的な行動を引き出し、高めるコ

ミュニケーションスキルです。私の関わりを振り返ったところ一方的に相手に声を掛けることが多く、相手の

思いを確認したり、気持ちが高まる声掛けができていなかったと反省しました。コーチングのスキルを使って

自分の行動を変えていきたいと考えます。

私は、将来中学教員をめざしており、指導力を身に付けたいと考えています。今回、コーチングのスキ

ルを活用して子どものやる気を引き出し、自ら練習に励むようになるよう働きかける力の向上を目標と

します。

毎回３０分以上、練習メニューを自分で作りそれを実践していきます。指導時にはまんべんなく生徒に声を

掛け、その時々のコンディションを確認するようにします。また、技術指導にあたるときは、コーチングのスキル

を活用し、安易に質問に答えるのではなく、自ら考えて行動してもらうよう質問を投げかけていきます。練習

の終了後は、監督から指導に対するフィードバックを毎回頂き、次の指導に活かしていきます。

このような実践を通じて子どものやる気を引き出し、自ら練習に励むようになるよう働きかける力を高めてい

きます。

実際に本紙を作成する際は、より具体的に記述すること。
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この用紙は人間力総合演習HP等からダウンロードできます。
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大府市横根町スポーツフェスタ運営スタッフ

26 人 999

S26999 学館 太郎

至学 京子

2026 5 26

名高山グラウンド

10 ００ １６ 00 5

10 ００ 集合

10 15 打合せ

10 ３０ フェスタスタート

12 ３０ 休憩

13 ３０ 再開

15 ３０ 終了

大府市スポーツフェスタ実行委員会

自身で考えながら主体的に運営してくれました。

横根 次郎
横
根
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将来スポーツのトレーナーをめざしており、そのために指導力を身に付ける必要

があると考えています。指導力とは、単に教える能力だけでなく、相手が興味関

心を持ってくれる説明ができる力も含まれると考えます。

私は自分が提案したラダーゲッターという競技を行う際、事前に説明動画を作

成し参加者にその場で見てもらいルールなど理解を深める取り組みをしました。

動画を作成してわかったことは、スムーズに説明をするためには、自分自身が

ルールのことをよく理解し、説明の全体像を把握していないといけないことです。

また、興味関心を持ってくれるような説明をするには、何度も練習をする必要があ

りました。

私の目標達成度合いは、75％です。苦労して作った甲斐があり、見てくれた方

から「わかりやすかった」との感想を頂けました。一方で、課題もありました。参加

者が五月雨式に来られるので、動画を見る時間により待ち時間が生じてしまい運

営に支障を来してしまいました。せっかくブースに立ち寄ってくれたのに、長い列

ができていたため帰ってしまう人もいました。

私は、この活動を通じて、目標であった説明する力を高める経験は得れたと思

います。しかし、競技を体験し、楽しんでもらうとのフェス本来の目的の達成は不

十分でした。この経験から、視野を広げ、俯瞰して物事を捉えない

とこのようなことが起きてしまうと学びました。今後は、目の前

ばかり見るのではなく、全体像を把握する力を高める活動に

取り組んでいきたいと考えます。

75
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